
6.研究活動

く1)各研究部門及び付属施設
進化系統研究部門

形態進化分野

片山一道 ･演田 穣 ･毛利俊雄 ･

図松 豊 ･早川清治l)

く研究概要)

A)ヒトの進化の特異性に関する形態学的研究

片山一道

ヒトは非常に特異な身体特徴をもつ霊長類で.

大型班人始の一種である｡そのヒトの特異性を形

旭学の方法で検索すること∴同時にけた外れに大

きなヒトの多様性の意味を解明すること､もって

ヒト化およびサビエンス化のプロセスの実態.安

臥 特性などを広く霊長類の進化と適応現象の文

脈の中で総合的に考察していくことがテーマであ

る.

ヒトなどの骨格を肉眼観察や計測で調べる骨学

研死が主要な研究方法だが､ときにⅩ線撮影法な

どを駆放した生体学的研究とか､成長加齢現象の

分析なども行っている｡できるだけ独自の視点で

出来るだけシンプルな方法で身近な問題を扱い､

まさに大きさと形だけでヒトの特晃性を解明して

いこうとするのが､この研究の心髄である｡

もとより人規の進化､つまりヒト化とサビエン

ス化のプロセスには,他の生物の進化とは晃なる

大きな特性がある｡ひとつは遺伝子の変化を伴わ

ず､体形,行動､存在様式だけが異常な速度で変

化した点､ひとつは特殊化せずに､どんどん分布

域を拡大していった点である｡だからヒトの本質

に近づくには､肉眼形態学などのマクロな方法論

でアプローチするのが有効な手段となる｡ヒトの

進化の央態､要因.特性を再検証することによっ

て､｢人間とは何か｣を考える人間論の領域に深

<柁み込んでいきたい｡

B)古人骨の骨考古学的研究

片山一道

古人骨や化石人骨の研究は､先史時代や過去の

人びとの体形や容貌などを推琴するための唯一のI
手段である｡同時に､それらの人びとの生活形態

を知るにも重要な手段となる｡個々の骨に活動痕､

生活痕､病症.傷痕などが刻まれ.骨の元素構成

が食物内容によって影響を受けるからである｡ま

た多数の人骨を調べることにより古人口学の聞損

にアプローチできるからである｡

古人骨や化石人骨を形態学的に調べることによ

り､あるいは同位体元素などを分析することによ

り,過去の人びとのL日常的な生活括臥 特殊活動､

食習慣､健康状態､社会的な構成などを明らかに

する｡これが研究の骨子である｡

C)ニホンザルとチンパンジーの縦断的発育研究

波田 l穣

これらの霊長類種の身体発育に関して.技官の

早川清治とともに資料収集を継続した｡ニホンザ

ルは思春期発育加速の時期を過ぎ､後期発育期

(LateGrowthphase)に､チンパンジー((株)三和

化学研究所の熊本霊長類バーク飼育個体)は加速

時期にそれぞれあり､周思春期発育パターンの分

析が可能になってきた｡ニホンザルでは､発育の

季節性､夏から冬にかけての発育が春ら夏までの

期間よりも著しい､がまず見られる｡こ甲発育加

速の時期は繁殖時期とも重なっている｡従って､

初潮などの性成熟時期と季節的発育完進.さらに

思春期発育加速､･が重なることになる｡′前胴長な

どの長さ次元での発育では､発育速度ピークは性

成熟の時期にのみ重なることが確認された｡しか

しながら､チンパンジーのデータについての予備

的な分析の結果では.長さサイズ発育には明確な

思春期発育加速は兄いだされない｡

D)霊長規の骨格年齢変化研究

坊田 税

思春期ニホンザルのレントゲン写共を用いて,

中手骨と中足骨の長さ.,帽,皮質厚さの年齢変化

を分析した｡皮質厚さが特徴的に増加し,いちじ

るしい体重増加を反映した骨強度の増大だと考え

られる｡ニホンザルとチンパンジーの骨密度研究

を開始した｡今年度はpQCTを用いて焼骨遠位部

密度と断面形状に関する横断的fi料収典を行い､

予備的研究を行った｡

1)技官
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E)ガボン共和国霊長類についての調査

依田 梢

短相関ながらガボン国を訪れ､西ローランドゴ

リラ(GorL'JJag.got･)'LJzz).チンパンジー(Pant,
tt･ogLodytes).グエ ノン放(Cet･coDL'thecus

ntctIEansなど).マンガベイ琉 (I.ophocebus

LZLbIgena).コロブス(CoJobussatanas)の形態学

的胴盃.およびロコモーション税察を行った｡フ

ランスビルにある国際医学研究センターでは､近

年.新種として報告されたCet･copL'thecus

soJatusを税察した｡

F)ヒトをふくむ霊長類の骨格,とくに頭蓋骨の

形態学的研究

毛利俊雄

頭蓋計測値からみたニホンザルの地域変只の研

究をはじめた｡まず.地域変兄があるかどうかを

稚かめるために屋久島､事島､金華山の成体オス

を予備的に比較すると､やはり屋久島のニホンザ

ルが､サイズとくに眼宿付近の横径が小さいため､

ほかの2島のニホンザルから分離した.

ニホンザルの分割舌下神経管を辺材にして､非

計測特徴の低い左右相関.･それが示唆する低い迫

伝率は必ずしも熊田比較におけるその特徴の有用

性を否定しないことを論じた｡

一愛知県豊橋市のいくつかの考古学的追跡から出

土した人骨について報文を作成した｡

G)アフリカにおける化石類人猿の研究

図松 豊

ケニヤ共和国北部のナチョラおよびサンプル ･

ヒルズ地域において.霊長類をはじめとする化石

の発掘調査に参加した｡今年度の調査では.ナチ

ヨラ地域で発見された化石類人猿およびオナガザ

ル上科の標本を含め.中新世中期～後期の脊椎動

物化石が採処された｡また,野外調査のあと,ケ

ニヤ国立博物館において,今年度に採集した化石

標本と.同博物館所蔵の他地域の化石との比較研

究をおこなった｡その他.ウガンダ何物餌で.ウ

ガンダ東部国境地域から出土した中新世輔人旅化

石の標本調査をおこなった｡また.予茨のためエ

リトリアを訪問した｡
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H)アジアにおける化石類人猿の研究

園松 豊

中国璽南省において霊長類化石産地の予察をお

こなった｡また.中国の研究施設に保管されてい

る雷雨餌出土の中新世霊長類化石 (Lufeng-

pL'thecusILACCOPJ'Ehecus,SL'noadapL'S)の調査を

実行した｡カルカッタのインド地質調査所では.

インド北西部のシワリク地域から出土し.同調査

所に保管されている5ルap肋 ecuSを主とした霊長

類化石コレクションを調流した｡タイ鉱物資源局

の地質調査部門では.タイ北部から見つかった小

型中新世霊長類の標本を嗣べ.アフリカ中新世の

小型狭鼻猿化石と比較した.また.タイ南部から

出たSL'amopL'thecus.WzzjJekJ'aの標本を観察した｡

`

く研究集積)

論文

一英文-

1)Katayama.a (1997)TheJapaneseaSan

Asia-Pacificpopulation.In"Oceanic

CultureHistory;EssaysinHonourofRoger

Green''l(eds.Davidson.Irwin.Leach,

PawleyandBrown).NewZealandJournal

ofArchaeology SpecialPublication,

Dunedin,pp.83-89.
2)Mouri.T.(1998)Divisionofhypoglossal

canalsinJapanesemacaquesAn throplogical

Science.105(4):211･216.

3)Kunimatsu,Y.(1997)New speciesof

Nyanzap)'thecusfrom Nachola.Northern

Kenya.AnthropologicalScience.105(2):
117-141.

-和文-

1)片山一道 (1998)カマン･カレホユツクの古

人骨 :第1報､アッシリア械民時代の火災建築

迫榊から出土した仇や群は何を百方る.アナトリ

ア考古学研究 ⅠⅣ :205-219.

2)片山一道 (1998)縄文人の外耳道骨腫 :その

出現率の地域差と要因.梅原考古学研究所論集

13:591-609.

3)毛利俊雄 ･法辺邦夫 ･渡辺毅 (1997)スラウ

エシマカクの頭蓋サイズの性差.霊長類研究

13(1):29･39.



総説

一和文-

1)片山一道 (1997)南太平洋の人類学.Acadenh
172:37-46.

2).片山一道 (1997)｢ポリネシア :海と空のは

ぎまで｣東京大学出版会 (東京)

報告 ･その他

一和文-

_1)片山一道 ･米田穣 (1997)粟津湖底遺跡で出

土した縄文時代中期の人骨.r粟津湖底遺跡第3

貝塚 (粟津湖底追跡 Ⅰ)｣(滋賀県考古学協会編)

所収､pp.406-413.

2)片山一道 ･平田泰紀 (1997)第3章.堺市 ･

向泉等迫跡出土の江戸時代人骨.｢向泉寺跡遺

跡発掘調査概要報告｣所収､pp.23129.

3)片山一道 (1997) ポリネシアのことを考え､

ポ リネシアの人び とのことを想う.South

Pacific 2:4-10.

4)片山一道 (1997) 化石人頬の研究に役たた

ぬDNA.､中日新聞､9月21日.

5)片山一道 (1997) ｢日本人の起源｣など12

項目. 角川 ｢日本史事典｣(朝尾､宇野､田

中編)所収.角川書店.

6)片山一道 (1998) 縄文人の等身大の姿 :20

万人の r普通の人びとJ.NTTホームページ

り＼ローねっとジャパン～縄文ネットワーク

～J.NTT出版.

7)片山一道 (1998) 海と人間の関わりの歴史.

NHKスペシャル r海 ･知られざる世界､第 1

巻J所収､日本放送出版協会.

8)片山一道 ･山極専一 (対談)(1998) 人類の

起政と現代.大航海 22-5:42-62.

9)片山一道 (1998) ポリネシアの ｢二つの尻｣.

エコソフィア 1:47.

10)毛利俊雄 (1997)中村遺跡出土人骨.豊橋市教

育委員会 ･牟呂地区追跡調査会編 r豊橋市埋蔵

文化財調査報告書第41集 中村追跡 ･作神遺跡

牟呂土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財調査報

告書一中村 ･作神地区-Jpp.27-28.

ll)毛利俊雄 ･木下実 ･江原昭善 (1998)市杵岳

神社古墓群出土の中世人骨.豊橋市教育員会 ･

牟呂地区追跡調査全編 r豊橋市埋蔵文化財調査

報告書第42集 市場遺跡 ･市杵島神社古墓群 ･

牟呂王塚古墳Jpp.155-172.

12)毛利俊雄 (1998)磯辺王塚古墳出土の人骨.盟

橋市教育委員会編 r豊橋市埋蔵文化財調査報告

書第43集 磯辺王塚古墳Jpp.115-116.

書評

一英文-

1)Kunimatsu,Y.(1996)BookReview:

FaunalChangeofLateMioceneAfricaand

Eurasia:Faunafrom theNamurungule

Formation.Sam buru Hills.NorthernKenya.
HideoNakayaAfricanStudyMonograbhs.

SupplementaryIssueNo.20.112pp..1994.

In:NiloIEthiopianStudiesNos.3-4:73-74.

-和文-

2)片山一道 (1998)書評 rネアンデルタール

人とは誰かJ エコソフィア 1:152.

学会発表

一英文-

1)Ham ada.Y.Kikuchi,Y,Nakatsukasa,MI

Kunimatsu,Y..Ishida,H.& Udono.T.

(1998) Preliminarystudyonthe.age

changeinbonedensityandthecross-

sectionalshapeoftheradiusofJapanese

macaquesandchimpanzeesusingPQCT.

国際シンポジウム ●'TheUseofDualEnergy

X-ray Absorptiometry (DEXA) in
NonhumanPrimateBoneandMineral

Research"(March4-6,1998.Universityof

Washington,Seattle).

2)Mouri,T.& Oku,C.(1997)Division

numbersofinfraorbitalforamen,mental

fora甲enandhypoglossalcanalinOld
Worldmonkeys.AnthropologicalScience

105(1):43.

-和文-

1)波田税.早川清治,鈴木樹軋 大蔵聡 く1997)忠

春期ニホンザルの中手骨成長と骨格成熟 :縦断

的研究.第13回日本霊長類学会大会 (1997年7

札 札幌).霊長類研究 13(3):252.

2)鵜殿俊史,損関税.岡安直比.山極串-

(1997) コンゴにおけるゴリラ,ボノボ孤児の

獣医学的検査所見｡ 第13回日本霊長琉学会大
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会 (1997年7凡 札幌) 霊長類研究 13(3):264.

3)榎本知郎,中野まゆみ.松林油明.後藤俊二.

済田税.川本芳､竹中修､波速邦夫 (1997)ト

ンケアンモンキー ･へツクモンキー種間雑種個

体の相見の組紐学的特徴.苅13回日本霊長琉学

会大会 (1997年7月.札幌).霊長類研究 13(3):

280.

4)拓田構 (1997)霊長規の骨成熟 :発育速度の

遅速を考える.第51回日本人類学会大会シンポ

ジウム.1日本人の骨成熟"(1997年11月,筑波大

学).

5)横田税 ･早川清治 (1997)周思春期ニホンザ

ルの中手骨 ･中足骨の発育 :縦断的研究｡ 第

51回日本人類学会大会 (1997年11月.筑波大

学).

6)百々幸雄 ･片山一道 (1997)骨考古学の新し

い展開.第51回日本人類学会 (1997年11月､

筑波).

7)井上康二 ･福田寅輔 ･中井将嗣 ･片山一道

(1997)疫学からみた本邦リウマチ性疾患古病

理学.第51回日本人類学会 (1997年11月,筑

波).

8)杉原柄氏 ･片山一道 (1997) カマン･カレ

ホユツク出土人骨の非計測形質.第10回アナト

リア研究報告会 (1998年3月10日.三鷹).

9)毛利俊雄 (1997)屋久島 ･幸島 ･金華山のニ

ホンザルの頭蓋計測.第13回日本霊長類学会大

会 (1997年7月,札幌). 霊長類研究,13(3):

247.

10)岡田成賛 ･諏訪文彦 ･茂原信生 ･毛利俊雄

(1997)リスザル嘆党籍の微細血管構築.霊長類

研究13(3):277.

ll)図松豊,中務真人.山中浮之,清水大輔,石

田英実 (1997)北ケニヤ.ナチョラから新た

に発見されたケニヤビテクス顎骨.第13回日本

霊長類学会大会 (1997年7月,札幌).霊長類研

死 13(3k249.

12)中林托人.山中浮之,滑水大輔.石田英突.

図松凸 (1997)北ケニヤ.ナチョラから発見

されたケニヤビテクスの骨格.節13回日本霊長

類学会大会 (1997年7月.札幌).忠長柄研死

13(3k248.

13)石田英突.柄水大輔.中務六人.団松丑.中

野良彦 (1997)北ケニヤ.ナチョラ産ケニヤ

ビテクス上顎大臼歯の遠心横隆線について.第

13回日本霊長頬学会大会 (1997年7月,札幌).

霊長類研究 13(3):249.

14)国松虫.中林九人 山中浮之,清水大輔,石

田英央 (1997)ナチョラ.BG-K化石産地から

新しく発見したケニヤビテクスの上 ･下顎化

石.苅51回日本人頬学会大会シンポジウム''ケ

ニヤビテクス研死の瓜前線''(1997年11月,筑

波大学).

15)中務其人.山中浮之,河水大帆 石田英実,

国松豊 (1997)ナチョラ.BG･K化石産地から

新しく発見した四肢 ･体幹冊化石.荊51回日本

人類学会大会シンポジウム●'ケニヤビテクス研

究の最前線…(1997年11月.筑波大学).

集団辻伝分野

庄武孝菰 ･川本 芳 ･平井啓久

く研究概要)

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

庄武孝義 ･川本 芳 ･変田 靖1)

ニホンザルの処田中に見られる分子変晃(蛋白

質 ･DNA)を調査し､迫伝的変異の保有機柄､集

団の遺伝的鯛追､ならびに地域熊田成立の進化的

背景の解明をめざしている｡前年度に引き続きミ

トコンドリアDNAの地理的変兄に関する調査を

おこない､Dループ田城の塩基･配列比較を進めた｡

この分析の対象として従来は現生の動物のみを対

象としてきたが､今年度から絶滅地域に残る舌骨

も分析の対象に組み入れた｡これらの分析結果を､

札幌市で開催された節13回日本盃長頬学会大会な

らびに富士吉田市で開催された開先甲信越ニホン

ザル ･フォーラムで発表した｡

また,本年度からニホンザルの亜種に分類され

るヤクシマザルの迫伝的特性の調査を開始した｡

マイクロサテライトDNAとミトコンドリアDNA

についてホンドザルとの遺伝的変異性の相違を分

析している｡

B)Macaca属サルの系統関係

川本 芳 ･Perwitasari-FarajallahDyah2)･

庄武孝義

Macaca属サル各種の遺伝子構成､遺伝的変異

性を比較し.各種の遺伝的特性,系統関係を検討

-23-


